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新
年
、
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

令
和
８
年
が
ス
タ
ー
ト
し
、
第
３
学
期
を
迎
え
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

12
月
の
第
２
学
期
終
業
式
で
、
校
長
先
生
か
ら

様
々
な
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。そ
の
中
で
、イ
エ
ロ

ー
ハ
ッ
ト
の
創
業
者
の
言
葉
を
も
と
に
し
た
、「
請

求
書
の
生
き
方
」
と
「
領
収
書
の
生
き
方
」
と
い

う
話
を
覚
え
て
い
ま
す
か
。

　
「
こ
れ
だ
け
や
っ
た
の
だ
か
ら
評
価
さ
れ
て
当

然
だ
」「
自
分
は
損
を
し
て
い
る
」
こ
の
よ
う
に
、

見
返
り
を
求
め
る
生
き
方
が〝
請
求
書
の
生
き
方
〞

で
す
。

　

一
方
で
、「
誰
か
の
役
に
立
て
た
か
」「
感
謝
さ

れ
る
行
動
が
で
き
た
か
」
と
、
自
分
に
問
い
続
け

る
生
き
方
が
、〝
領
収
書
の
生
き
方
〞
で
す
。
校
長

先
生
は
、「
ど
ち
ら
の
生
き
方
を
選
ぶ
か
で
、
人
と

し
て
の
成
長
は
大
き
く
変
わ
る
」
と
お
話
を
さ
れ

ま
し
た
。

　

こ
の
話
は
、
今
の
時
代
を
生
き
る
皆
さ
ん
に
と

っ
て
、
非
常
に
大
切
な
視
点
だ
と
思
い
ま
す
。

　

今
、私
達
は 「
Ｖ
Ｕ
Ｃ
Ａ（
ブ
ー
カ
）
時
代
」
と

呼
ば
れ
る
時
代
を
生
き
て
い
ま
す
。

　

Ｖ
Ｕ
Ｃ
Ａ
と
は
、

　
　

Ｖ
＝V

olatility

（
変
動
性
）

　
　

Ｕ
＝U

ncertainty

（
不
確
実
性
）

　
　

Ｃ
＝Com
plexity

（
複
雑
性
）

　
　

Ａ
＝A
m
biguity

（
曖
昧
性
）

の
頭
文
字
を
取
っ
た
言
葉
で
す
。

　

簡
単
に
言
え
ば
、「
世
の
中
の
変
化
が
激
し
く
、

先
が
見
え
ず
、
物
事
が
複
雑
で
、
正
解
が
一
つ
で

は
な
い
時
代
」
と
い
う
こ
と
で
す
。
世
界
で
は
戦

争
や
地
域
紛
争
が
続
き
、
気
候
変
動
に
よ
る
災
害

も
増
え
て
い
ま
す
。
技
術
や
社
会
の
変
化
も
速
く
、

「
こ
れ
を
し
て
お
け
ば
安
心
」と
い
う
答
え
が
見
つ

か
り
に
く
い
時
代
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
Ｖ
Ｕ
Ｃ
Ａ
時
代
に
大
切
な
の
は
、

「
自
分
は
何
を
し
て
も
ら
え
る
か
」と
考
え
る
こ
と

で
は
な
く
、「
自
分
は
今
、
何
が
で
き
る
か
」「
周

囲
の
た
め
に
ど
う
行
動
で
き
る
か
」
を
考
え
る
こ

と
で
す
。
ま
さ
に
こ
こ
で
、「
領
収
書
の
生
き
方
」

が
生
き
て
き
ま
す
。

　

さ
て
、
冬
休
み
が
終
わ
り
、
第
３
学
期
が
始
ま

り
ま
し
た
。
事
故
や
大
き
な
け
が
も
な
く
、
皆
さ

ん
が
元
気
に
登
校
し
て
く
れ
た
こ
と
を
、
大
変
嬉

し
く
思
い
ま
す
。

　

暦
の
上
で
は
小
寒
か
ら
大
寒
と
、
こ
れ
か
ら
一

年
で
最
も
寒
さ
が
厳
し
い
時
期
に
入
り
ま
す
。

　

今
回
は
、
二
つ
の
こ
と
を
お
伝
え
し
ま
す
。

　

一
つ
目
は
、
日
々
の
健
康
管
理
に
つ
い
て
で
す
。

　

感
染
症
は
落
ち
着
き
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
朝
の

体
調
確
認
、
手
洗
い
・
消
毒
等
、
基
本
的
な
行
動

を
続
け
て
く
だ
さ
い
。
こ
れ
は
自
分
の
た
め
で
あ

る
と
同
時
に
、
周
囲
を
思
い
や
る
「
領
収
書
の
行

動
」
で
も
あ
り
ま
す
。

　

二
つ
目
は
、私
の
好
き
な
Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ
の
規
則 

で

す
。

　
　

Ａ
＝
当
た
り
前
の
こ
と
を
、

　
　

Ｂ
＝
馬
鹿
に
せ
ず
、

　
　

Ｃ
＝
ち
ゃ
ん
と
で
き
る
人
が
、

　
　

Ｄ
＝
で
き
る
人
で
す
。

　

具
体
的
に
は
、
挨
拶
を
し
っ
か
り
す
る
、
時
間

を
守
る
、
整
理
整
頓
を
行
う
、
授
業
を
大
切
に
す

る
姿
勢
、
等
で
す
。
こ
れ
ら
は
目
立
た
な
い
行
動

で
す
が
、
Ｖ
Ｕ
Ｃ
Ａ
時
代
だ
か
ら
こ
そ
、
こ
う
し

た
「
当
た
り
前
の
積
み
重
ね
」
が
人
と
し
て
の
土

台
に
な
り
ま
す
。
誰
も
見
て
い
な
い
と
こ
ろ
で
も

手
を
抜
か
ず
行
動
で
き
る
人
は
、
結
果
と
し
て
信

頼
さ
れ
、
必
要
と
さ
れ
る
存
在
に
な
り
ま
す
。

　

第
３
学
期
は
、
一
年
の
ま
と
め
で
あ
り
、
次
の

学
年
、
次
の
進
路
に
つ
な
が
る
大
切
な
時
期
で
す
。

小
さ
な
差
の
積
み
重
ね
が
、
や
が
て
大
き
な
差
と

な
り
、
自
分
の
夢
や
目
標
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
き

Ｖ
Ｕ
Ｃ
Ａ（
ブ
ー
カ
）時
代
を
、

「
領
収
書
の
生
き
方
」で
歩
む
た
め
に

中
学
教
頭　

上　

代　

昭　

文　

ま
す
。

　
「1.01

の
法
則
」と
い
う
の
を
聞
い
た
こ
と
が
あ

り
ま
す
か
？
ち
ょ
っ
と
し
た
努
力
を
積
み
重
ね
る

と
、
や
が
て
大
き
な
力
に
な
る
と
い
う
法
則
で
す
。

今
日
を
「1.0

」
だ
と
し
た
と
き
、
少
し
だ
け
頑
張

っ
て
明
日
を
「1.01

」
に
す
る
た
め
に
、
自
分
に

必
要
な
こ
と
は
ど
ん
な
こ
と
な
ん
だ
ろ
う
っ
て
考

え
て
み
て
く
だ
さ
い
。
毎
日
「1.01

」
を
続
け
て
、

40
日
後
の
長
期
休
暇
が
終
わ
る
頃
に
ど
う
な
っ
て

い
る
の
か
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。「1.01

」
の
40

乗
を
実
現
し
た
「1.49

」
の
世
界
が
自
分
の
周
り

に
広
が
っ
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

そ
の
反
対
に
、
少
し
だ
け
さ
ぼ
っ
た
一
日
を

「0.99

」
だ
と
し
ま
す
。
そ
ん
な
毎
日
を
過
ご
す
と
、

長
期
休
暇
が
終
わ
る
40
日
後
に
は
、「0.99

」
の
40

乗
＝
「0.67

」
の
世
界
を
見
て
し
ま
う
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　

40
日
後
、
長
期
休
暇
の
終
わ
り
に
、
自
分
が
見

た
い
の
は
ど
っ
ち
の
世
界
で
す
か
？1.5

倍
成
長

し
て
大
き
く
な
っ
た
自
分
か
、
三
分
の
二
に
縮
ん

だ
自
分
か
。

　

同
じ
計
算
を
一
年
間
＝
365
日
後
で
比
べ
る
と
、

「1.01

」
の
365
乗
は
、
約
38
。「0.99

」
の
365
乗
は

0.03

で
す
。
一
年
間
で
そ
の
差
は1270

倍
に
開
く

と
い
う
計
算
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
標
準
状
態

（0
℃

・101325Pa

）
に
お
い
て
、1m

ol

の
液
体
の

水
が
、
気
体
に
状
態
変
化
す
る
場
合（
約1244

倍
）

以
上
の
変
化
で
す
⁉ 
・
・
・
。

　

最
後
に
、
２
年
生
の
皆
さ
ん
。

　

進
路
実
現
に
向
け
た
準
備
が
本
格
的
に
始
ま
り

ま
す
。
不
安
を
感
じ
る
の
は
当
然
で
す
。
し
か
し
、

不
安
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、人
は
成
長
で
き
ま
す
。目

の
前
の
課
題
を
一
つ
一
つ
、
愚
直
に
乗
り
越
え
て

く
だ
さ
い
。
私
達
教
職
員
も
、
全
力
で
支
え
て
い

き
ま
す
。

　

第
３
学
期
が
、
皆
さ
ん
に
と
っ
て
、
Ｖ
Ｕ
Ｃ
Ａ

時
代
を
生
き
抜
く
力
を
身
に
つ
け
、
領
収
書
を
積

み
重
ね
る
学
期
に
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

卓　

球　

部

第
53
回
全
国
高
等
学
校
選
抜
卓
球
大
会
中
国
地
区
予
選
会

時　

12
月
20
〜
22
日　
　
　
　

於　

オ
ー
ク
ア
リ
ー
ナ（
広
島
）

中
国
選
抜 
準
優
勝
！ 

全
国
選
抜
出
場
決
定
！

【
男
子
団
体
】

〈
予
選
リ
ー
グ
〉

本
校　

３

－

０　

祇
園
北（
広
島
）

本
校　

３

－

１　

倉
吉
北（
鳥
取
）

〈
決
勝
リ
ー
グ
〉

本
校　

３

－

０　

金
光
学
園（
岡
山
）

本
校　

３

－

２　

松
徳
学
院（
島
根
）

本
校　

３

－

１　

倉
敷
工
業（
岡
山
）

本
校　

３

－

２　

鳥
取
城
北（
鳥
取
）

本
校　

３

－

０　

柳
井
商
工（
山
口
）

本
校　

３

－

１　

呉
青
山（
広
島
）

本
校　

０

－

３　

関
西（
岡
山
）

　

準
優
勝

〇
大
会
総
評

　

予
選
リ
ー
グ
か
ら
決
勝
リ
ー
グ
ま
で
、
厳
し
い

試
合
の
連
続
で
あ
っ
た
が
、
本
校
ら
し
い
粘
り
強

さ
を
発
揮
し
て
、
難
局
を
乗
り
越
え
る
こ
と
が
で

き
た
。
技
術
的
な
課
題
は
多
い
が
、
日
々
の
練
習

で
克
服
し
、
全
国
選
抜
で
は
２
年
ぶ
り
の
入
賞
を

目
指
し
て
頑
張
り
た
い
。

第
34
回
西
日
本
高
等
学
校
選
抜
卓
球
大
会

時　

１
月
４
・
５
日

於　

カ
ミ
ア
リ
ー
ナ

【
男
子
団
体
】
優
勝

〈
団
体
メ
ン
バ
ー
〉
福
田
健
人（
2-5 

出一
）、
三
好
蒼
空

（
2-2 

北陵
）、
金
丸　

陽（
2-2 

北陵
）、
小
林
直
喜（
2-4 

林
）

◯
大
会
総
評

　

全
国
合
宿
で
レ
ギ
ュ
ラ
ー
を
欠
く
中
で
は
あ
っ

た
が
、
チ
ー
ム
一
丸
と
な
っ
て
全
勝
優
勝
す
る
こ

と
が
で
き
た
。
決
勝
リ
ー
グ
で
は
強
豪
校
と
数
多

く
試
合
を
す
る
こ
と
が
で
き
、
今
後
に
向
け
て
良

い
経
験
を
積
む
こ
と
が
で
き
た
。
夏
以
降
の
練
習

で
選
手
個
々
の
力
は
付
い
て
き
て
い
る
と
感
じ
て

い
る
。
今
後
も
試
合
が
続
く
が
、
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ

ン
を
整
え
て
、
良
い
成
績
が
収
め
ら
れ
る
よ
う
に

頑
張
り
た
い
。 

（
顧
問　

古
瀨
泰
之
）

令
和
７
年
度

島
根
県
児
童
生
徒
学
芸
顕
彰
式

時　

12
月
26
日　
　
　
　
　

於　

サ
ン
ラ
ポ
ー
む
ら
く
も

【
合
唱
部
】【
吹
奏
楽
部
】

令
和
７
年
度
島
根
県
児
童
生
徒
学
芸
顕
彰
を
受
賞

　

標
記
の
式
が
行
わ
れ
、
合
唱
部
が
Ｎ
Ｈ
Ｋ
全
国

学
校
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
で
優
良
賞
、
日
本
合
唱
コ

ン
テ
ス
ト
全
国
大
会
で
銅
賞
、
吹
奏
楽
部
が
全
日

本
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
で
銅
賞
、
全
日
本
マ
ー
チ

ン
グ
コ
ン
テ
ス
ト
全
国
大
会
で
銀
賞
を
受
賞
し
た

こ
と
に
よ
り
島
根
県
児
童
生
徒
学
芸
顕
彰
を
両
部

が
そ
れ
ぞ
れ
受
賞
し
た
。

　

式
に
は
、
吹
奏
楽
部
副
部
長
の
大
國
朔
也

（
3-6 

大社
）
が
出
席
し
、
県
教
育
長
よ
り
学
芸
顕
彰
を

授
与
さ
れ
た
。

　

こ
の
賞
に
甘
ん
じ
る
こ
と
な
く
、
更
に
飛
躍
で

き
る
よ
う
変
わ
ら
ず
精
進
し
て
い
き
た
い
。



第４８５号　（2）

男
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

第
51
回
中
国
地
区
高
等
学
校
選
抜
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会

時　

１
月
16
〜
18
日　
　
　
　
　
　
　
　

於　

ロ
ー
ズ
ア
リ
ー
ナ（
広
島
県
福
山
市
）

〈
団
体
メ
ン
バ
ー
〉
三
上
瑛
大（
2-5 

羽須美
）、
高
木
映

瑠（
2-4 
横田
）、
木
村
一
心（
1-3 

斐東
）、
山
下
柊
人（
2-5 

浜一
）、

河
野
穂
希（
2-3 

浜一
）、
川
原　

真（
2-4 

大一
）、
三
島
綾
太

（
2-2 

出三
）、
富
岡
光
輝（
2-3 

大社
）

各
県
１
位
リ
ー
グ　

３
位（
２
勝
２
敗
）

本
校　

３

－

０　

米
子
松
蔭（
鳥
取
）

本
校　

３

－

０　

広
島
翔
洋（
広
島
）

本
校　

０

－

3　

岡
山
理
附（
岡
山
）

本
校　

０

－

3　

南
陽
工
業（
山
口
）

全
国
選
抜
代
表
決
定
戦

本
校　

０

－

２　

岡
山
南（
岡
山
）

◯
大
会
総
評

　

年
末
、
年
明
け
と
全
国
の
上
位
校
と
の
練
習
試

合
を
重
ね
挑
ん
だ
中
国
選
抜
大
会
で
あ
っ
た
が
、

２
年
連
続
の
突
破
と
は
な
ら
な
か
っ
た
。
こ
の
悔

し
さ
を
忘
れ
ず
、
夏
に
向
け
て
精
進
し
て
い
き
た

い
。
保
護
者
の
方
に
は
遠
方
ま
で
応
援
に
来
て
い

た
だ
き
、
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

 

（
顧
問　

佐
々
木
雄
志
）

女
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

第
51
回
中
国
地
区
高
等
学
校
選
抜
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会

時　

１
月
16
〜
18
日　
　
　
　
　
　
　
　

於　

ロ
ー
ズ
ア
リ
ー
ナ（
広
島
県
福
山
市
）

〈
団
体
メ
ン
バ
ー
〉
落
合
、
森
田
、
今
田
、
水
永
、

井
上
、
牛
尾
、
曽
田
、
谷

各
県
１
位
リ
ー
グ　

４
位（
１
勝
３
敗
）

本
校　

１

－

２　

山
陽
学
園（
岡
山
）

本
校　

３

－

０　

徳
山
商
工（
山
口
）

本
校　

０

－

３　

広
島
翔
洋（
広
島
）

本
校　

１

－

２　

米
子
松
蔭（
鳥
取
）

◯
大
会
総
評

　

全
国
選
抜
大
会
初
出
場
を
目
指
し
準
備
し
て
き

た
が
、
目
標
に
は
届
か
な
か
っ
た
。
他
の
ブ
ロ
ッ

ク
と
も
練
習
試
合
を
重
ね
て
き
た
が
、
足
り
な
い

部
分
が
あ
っ
た
と
痛
感
す
る
結
果
と
な
っ
た
。
春

の
戦
い
に
向
け
て
ま
た
準
備
を
始
め
よ
う
と
思
う
。

た
く
さ
ん
の
応
援
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

 

（
顧
問　

金
森　

快
）

男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

出
雲
地
区
高
等
学
校
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
新
人
大
会

時　

12
月
20
・
21
日　

於　

出
雲
高
校
体
育
館

予
選
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

ブ
ロ
ッ
ク
決
勝　

本
校　

61

－
78　

大
社

シ
ー
ド
決
定
戦　

本
校　

90
－

29　

三
刀
屋

　

ベ
ス
ト
８
（
シ
ー
ド
権
獲
得
）

〇
大
会
総
評

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行
に
よ
り
、
思
う
よ
う

に
練
習
が
で
き
な
い
ま
ま
大
会
当
日
と
な
っ
て
し

ま
っ
た
。
大
社
と
の
試
合
で
は
、
懸
念
し
て
い
た

練
習
不
足
に
よ
る
体
力
低
下
が
顕
著
に
表
れ
、
後

半
力
尽
き
て
し
ま
っ
た
。
こ
の
悔
し
さ
を
忘
れ
ず
、

県
新
人
戦
に
向
け
練
習
に
励
み
た
い
。
当
日
は
保

護
者
の
皆
様
を
は
じ
め
、
多
く
の
方
々
よ
り
ご
声

援
い
た
だ
き
、
誠
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

島
根
県
高
等
学
校
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
新
人
大
会

時　

１
月
９
〜
11
日

於　

松
江
南
高
校
他

１
回
戦　
　
　

本
校　

55

－

52　

松
江
南

準
々
決
勝　
　

本
校　

39

－

66　

出
雲
商

５
位
決
定
戦　

本
校　

53

－

85　

明
誠

　

ベ
ス
ト
８

〇
大
会
総
評

　

初
戦
の
松
江
南
戦
か
ら
シ
ュ
ー
ト
が
決
ま
ら
ず
、

苦
し
い
試
合
と
な
っ
た
。
後
半
徐
々
に
シ
ュ
ー
ト

が
決
ま
り
、
何
と
か
勝
利
す
る
こ
と
が
で
き
た
が
、

次
の
出
雲
商
業
戦
で
は
前
半
こ
そ
リ
ー
ド
す
る
場

面
も
あ
っ
た
が
、
後
半
リ
バ
ウ
ン
ド
を
支
配
さ
れ

徐
々
に
点
差
が
開
き
、悔
し
い
敗
戦
と
な
っ
た
。県

総
体
に
向
け
個
々
に
課
題
を
持
ち
、
こ
の
冬
し
っ

か
り
と
練
習
に
励
み
た
い
。
当
日
は
保
護
者
の
皆

様
を
は
じ
め
、
多
く
の
方
々
よ
り
ご
声
援
い
た
だ

き
、
誠
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

 

（
顧
問　

篠
原
勝
利
）

サ
ッ
カ
ー
部

島
根
県
高
等
学
校
サ
ッ
カ
ー
新
人
大
会

時　

１
月
16
・
17
日　
　
　
　
　
　

於　

出
雲
健
康
公
園
多
目
的
運
動
場

１
回
戦　

本
校　

１

－

０　

松
江
農
林

（
前
半
０

－

０　

後
半
１

－

０
）

２
回
戦　

本
校　

０

－

０　

出
雲
工
業

（
前
半
０

－

０　

後
半
０

－

０　

Ｐ
Ｋ
４

－

５
）

○
大
会
総
評

　

昨
年
の
総
体
・
選
手
権
を
経

験
し
た
メ
ン
バ
ー
だ
っ
た
た
め
、

チ
ー
ム
と
し
て
高
い
結
束
力
を

持
っ
て
大
会
に
臨
む
こ
と
が
で

き
た
。
初
戦
は
公
式
戦
の
緊
張

感
か
ら
、
普
段
は
見
ら
れ
な
い

連
携
ミ
ス
や
消
極
的
な
プ
レ
ー

が
目
立
っ
た
が
、
な
ん
と
か
一

点
を
奪
い
次
戦
へ
と
駒
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

迎
え
た
２
回
戦
で
は
、
相
手
の
勢
い
あ
る
攻
撃
に

翻
弄
さ
れ
、
70
分
間
の
大
半
で
相
手
に
主
導
権
を

握
ら
れ
る
苦
し
い
試
合
展
開
と
な
っ
た
。
そ
れ
で

も
選
手
達
は
体
を
張
っ
た
守
備
で
強
い
気
迫
を
感

じ
さ
せ
て
く
れ
た
。結
果
は
敗
退
と
な
っ
た
が
、こ

の
２
試
合
を
通
じ
て
、
チ
ー
ム
と
し
て
ま
た
大
き

く
成
長
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
来
年
度
の
大
会
も

よ
り
一
層
必
死
に
、
自
分
達
の
力
を
最
大
限
発
揮

で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

 

（
顧
問　

今
川
恵
人
）

ダ
ン
ス
同
好
会

出
雲
ダ
ン
ス
フ
ェ
ス
㏌ 

ゆ
め
タ
ウ
ンV

ol.3

時　

１
月
11
日　
　
　

於　

ゆ
め
タ
ウ
ン
出
雲

　

本
校
は
、１
年
生
パ
ー
ト
と
２

年
生
パ
ー
ト
に
分
か
れ
て
ダ
ン

ス
を
披
露
し
た
。学
年
ご
と
の
演

目
で
は
、共
通
の
振
付
を
正
確
に

踊
る
こ
と
を
目
標
と
し
、こ
れ
ま

で
の
練
習
で
積
み
重
ね
て
き
た

基
礎
や
動
き
の
完
成
度
を
意
識

し
て
臨
ん
だ
。
最
後
に
は
、
本
校
ダ
ン
ス
同
好
会

で
踊
ら
れ
て
き
た
創
作
ダ
ン
ス
を
全
員
で
披
露
し
、

発
表
を
締
め
く
く
っ
た
。 （
副
顧
問　

遠
藤
圭
晃
）

合　

唱　

部

第
29
回
ウ
ィ
ン
タ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

時　

12
月
27
日　
　
　
　

於　

ビ
ッ
グ
ハ
ー
ト
出
雲

　

テ
ー
マ
ソ
ン
グ
で
あ
る
ア
ン
パ
ン
マ
ン
の
マ
ー

チ
を
皮
切
り
に
、校
歌
やJ-PO

P

、コ
ン
ク
ー
ル
曲

な
ど
12
曲
を
歌
い
上
げ
た
。
中
で
も
今
回
ゲ
ス
ト

と
し
て
お
招
き
し
た
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
の
吉
田

美
里
さ
ん
の
ス
テ
ー
ジ
は
圧
巻
で
、
奏
で
ら
れ
る

音
楽
に
よ
っ
て
会
場
の
空
気
が
一
変
す
る
ほ
ど
素

晴
ら
し
い
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
合
唱
部
と
の

コ
ラ
ボ
も
実
現
し
、
音
楽
的
に
レ
ベ
ル
の
高
い
ス

テ
ー
ジ
を
繰
り
広
げ
る
こ
と
が
で
き
た
。
最
後
の

曲
を
歌
い
終
え
た
後
も
拍
手
が
鳴
り
や
ま
ず
、
今

回
の
コ
ン
サ
ー
ト
の
た
め
に
作
曲
家
の
横
山
潤
子

先
生
に
編
曲
し
て
も
ら
っ
た
「
正
解
」
を
ア
ン
コ

ー
ル
曲
と
し
て
歌
っ
て
幕
を
閉
じ
た
。

　

３
年
生
に
と
っ
て
は
、
３
年
間
の
集
大
成
で
も

あ
り
、
こ
と
の
ほ
か
思
い
入
れ
も
強
い
コ
ン
サ
ー

ト
で
あ
っ
た
が
、そ
の
役
目
を
立
派
に
果
た
し
、無

事
に
卒
部
を
迎
え
た
。
４
月
か
ら
こ
の
コ
ン
サ
ー

ト
ま
で
、
多
岐
に
わ
た
っ
て
支
え
、
応
援
し
て
い

た
だ
い
た
保
護
者
の
皆
様
、
先
生
方
、
地
域
の
皆

様
に
心
か
ら
感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
。
本
当
に
有
難

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

（
顧
問　

布
野
浩
志
）

本
校　

20

－

０　

出
雲
西
（
相
手
チ
ー
ム
棄
権
の
た
め
不
戦
勝
）

本
校　

96

－

31　

出
雲
工
業

決
勝　

本
校　

101

－

32　

平
田

　

優
勝
（
県
新
人
戦
ベ
ス
ト
４
シ
ー
ド
獲
得
）

〇
大
会
総
評

　

２
試
合
と
も
快
勝
し
優
勝
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

来
月
の
県
新
人
戦
に
向
け
て
守
備
と
リ
バ
ウ
ン
ド
、

ル
ー
ズ
ボ
ー
ル
を
強
化
し
、
魂
の
こ
も
っ
た
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
が
体
現
で
き
る
よ
う
、
こ
れ
か
ら

も
ひ
た
む
き
な
心
を
大
切
に
精
進
し
て
い
き
た
い
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
当
日
は
校
長
先
生
を

は
じ
め
、
保
護
者
、
多
く
の
方
か
ら
ご
声
援
い
た

だ
き
、
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

島
根
県
高
等
学
校
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
新
人
大
会

時　

１
月
９
〜
11
日　

於　

松
江
工
業
高
校
他

２
回
戦　

本
校　

129

－

33　

安
来

準
々
決
勝　

本
校　

89

－

58　

三
刀
屋

準
決
勝　

本
校　

65

－

48　

松
江
北

決　

勝　

本
校　

53

－

68　

松
江
東

　

準
優
勝（ 

中
国
高
等
学
校
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

新
人
大
会
出
場
権
獲
得
）

ベ
ス
ト
５
賞　

平
井
陽
士（
1-2 

白岳
）

〇
大
会
総
評

　

本
校
は
２
回
戦
か
ら
の
出
場
と
な
っ
た
。
昨
年

末
の
県
選
手
権
か
ら
下
級
生
主
体
に
チ
ー
ム
を
編

成
し
て
い
た
た
め
、
優
勝
を
狙
っ
て
今
大
会
に
臨

ん
だ
。
準
決
勝
ま
で
高
さ
を
生
か
し
、
守
備
と
リ

バ
ウ
ン
ド
を
軸
に
２
年
連
続
で
決
勝
ま
で
勝
ち
上

が
っ
た
。

　

決
勝
の
松
江
東
戦
は
、
序
盤
か
ら
流
れ
を
捕
ま

れ
、
前
半
17
点
リ
ー
ド
を
許
す
展
開
で
折
り
返
し

た
。
後
半
は
徐
々
に
流
れ
を
掴
み
、
一
進
一
退
の

試
合
を
繰
り
広
げ
た
が
、
前
半
の
ビ
ハ
イ
ン
ド
が

響
き
、
15
点
差
で
惜
敗
し
た
。

　

結
果
は
準
優
勝
と
な
っ
た
が
、
来
月
、
広
島
県

で
開
催
さ
れ
る
中
国
新
人
大
会
へ
の
出
場
が
決
ま

っ
た
。
今
後
、
中
国
大
会
、
６
月
の
県
総
体
に
向

け
更
に
成
長
し
た
チ
ー
ム
で
戦
え
る
よ
う
、
精
進

し
て
い
き
た
い
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
校
長
先
生
を
は
じ
め
、

学
校
教
職
員
の
皆
様
、
保
護
者
の
皆
様
に
最
終
日

ま
で
応
援
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
感
謝
申
し

あ
げ
ま
す
。 

（
顧
問　

手
島
幹
人
）

女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

出
雲
地
区
高
等
学
校
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
新
人
大
会

時　

12
月
20
・
21
日　

於　

出
雲
高
校
体
育
館

１
回
戦　
　
　
　

本
校　

92

－

43　

平
田



（3）　第４８５号

吹

奏

楽

部

第
19
回
ウ
イ
ン
タ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

時　

12
月
20
日　
　
　
　
　
　

昼
の
部

：

14
時
開
演　
　

夜
の
部

：

18
時
30
分
開
演

於

出
雲
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル

　

第
19
回
目
と
な
る
「
ウ
イ
ン
タ
ー
コ
ン
サ
ー

ト
」を
開
催
し
た
。
本
公
演
は
、吹
奏
楽
部
の
１

年
を
締
め
く
く
る
コ
ン
サ
ー
ト
で
あ
り
、
３
年

生
に
と
っ
て
は
最
後
の
ス
テ
ー
ジ
と
な
る
。
こ

の
コ
ン
サ
ー
ト
に
向
け
、
生
徒
の
み
な
ら
ず
保

護
者
会
も
一
丸
と
な
り
、
演
奏
会
の
成
功
を
目

指
し
て
練
習
と
準
備
を
重
ね
本
番
に
臨
ん
だ
。

　

１
部
の
吹
奏
楽
ス
テ
ー
ジ
は
本
年
度
の
吹
奏

楽
コ
ン
ク
ー
ル
や
マ
ー
チ
ン
グ
コ
ン
テ
ス
ト
で

演
奏
し
た
曲
目
を
中
心
に
構
成
し
た
。

　

２
部
で
は
、
高
校
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
で
上
位

入
賞
し
た
フ
ル
ー
ト
独
奏
と
、
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

コ
ン
テ
ス
ト
で
披
露
し
た
木
管
５
重
奏
と
サ
ク

ソ
フ
ォ
ン
４
重
奏
の
演
奏
を
行
っ
た
。
い
ず
れ

も
島
根
県
を
代
表
す
る
に
相
応
し
い
立
派
な
ス

テ
ー
ジ
で
あ
っ
た
。

　

３
部
は「
デ
ィ
ズ
ニ
ー
」を
テ
ー
マ
に
ス
テ
ー

ジ
ド
リ
ル
を
行
っ
た
。
部
員
の
み
な
ら
ず
、
保

護
者
の
皆
様
の
ご
協
力
で
、
ス
ペ
ク
タ
ク
ル
な

シ
ョ
ー
と
な
っ
た
。

　

部
員
達
は
万
感
の
思
い
を
込
め
た
演
奏
を
披

露
し
、素
晴
ら
し
い
コ
ン
サ
ー
ト
と
な
っ
た
。当

日
は
１
７
０
０
名
を
超
え
る
お
客
様
に
ご
来
場

い
た
だ
き
、
盛
会
裏
に
終
え
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

多
方
面
に
わ
た
る
皆
様
の
ご
支
援
に
感
謝
し
、

こ
れ
か
ら
も
地
域
に
愛
さ
れ
る
バ
ン
ド
を
目
指

し
、
変
わ
ら
ず
精
進
し
て
い
き
た
い
。

（
顧
問　

竹
内
康
貴
）

出
雲
北
陵
高
等
学
校
Ｏ
Ｂ
吹
奏
楽
団

第
３
回
定
期
演
奏
会

時　

１
月
４
日　
　
　
　
　
　
　

開
場
13
時
20
分　

開
演
14
時

於　

出
雲
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル　

　

令
和
４
年
４
月
に
、
本
校
吹
奏
楽
部
創
設
者

で
あ
る
片
寄
哲
夫
先
生
が
お
亡
く
な
り
に
な
り
、

先
生
か
ら
ご
指
導
を
い
た
だ
い
た
卒
業
生
を
中

心
に
、
令
和
５
年
に
「
片
寄
哲
夫
先
生
を
偲
ぶ

コ
ン
サ
ー
ト
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、

片
寄
先
生
を
お
偲
び
し
た
い
と
い
う
想
い
か
ら
、

令
和
６
年
よ
り
Ｏ
Ｂ
会
の
活
動
と
し
て
定
期
演

奏
会
を
行
う
こ
と
と
な
り
、
本
年
第
３
回
目
と

な
る
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

平
成
３
年
に
創
設
さ
れ
た
吹
奏
楽
部
の
卒
業

生
は
、本
年
３
月
卒
業
生
が
33
期
と
な
り
、600
名

を
超
え
る
会
員
が
在
籍
し
て
い
ま
す
。
本
番
出

演
し
た
メ
ン
バ
ー
に
は
、
遠
く
は
北
海
道
や
東

京
か
ら
も
参
加
し
、
総
勢
88
名
の
演
奏
者
、
ス

タ
ッ
フ
を
含
め
100
名
を
超
え
る
メ
ン
バ
ー
で
の

演
奏
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

当
日
は
800
名
を
超
え
る
お
客
様
に
ご
来
場
い

た
だ
き
、
盛
会
裏
の
う
ち
に
無
事
終
了
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

多
方
面
に
わ
た
る
皆
様
の
ご
支
援
に
感
謝
し
、

こ
れ
か
ら
も
片
寄
先
生
か
ら
の
教
え
を
胸
に
、

母
校
並
び
に
本
校
吹
奏
楽
部
の
活
動
の
一
助
に

な
る
べ
く
、
活
動
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
今
後
と
も
本
校
吹
奏
楽
部
Ｏ
Ｂ
会
の
活

動
に
ご
理
解
ご
支
援
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い

致
し
ま
す
。

出
雲
北
陵
高
等
学
校
吹
奏
楽
部
Ｏ
Ｂ
会

事
務
局
長　

竹
内
康
貴

美　

術　

部

令
和
８
年
用
国
土
緑
化
運
動
・

育
樹
運
動
ポ
ス
タ
ー
原
画
コ
ン
ク
ー
ル

三
浦
優
那（
2-6
多伎
）
林
野
庁
長
官
賞
受
賞
！！

　

県
内
の
緑
化
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
で
優
秀

賞
に
選
ば
れ
た
三
浦
優
那
の
作
品
が
、
県
代
表

と
し
て
「
令
和
８
年
用
国
土
緑
化
運
動
・
育
樹

運
動
ポ
ス
タ
ー
原
画
コ
ン
ク
ー
ル
」
に
出
品
さ

れ
た
と
こ
ろ
、
高
校
の
部
で
準
特
選
と
な
り
林

野
庁
長
官
賞
に
選
ば
れ
た
。（顧

問　

石
倉　

正
）

三浦の作品

命

日

墓

参

命

日

墓

参

創
立
者

水
谷
キ
ワ
先
生

　

本
校
創
立
者
水
谷
キ
ワ
先
生

の
命
日
で
あ
る
１
月
16
日
、
生
徒

を
代
表
し
て
中
学
校
新
生
徒
会

長
竹
下
和
輝（
中2
神戸川
）、
高
校
新
生

徒
会
副
会
長
大
野
珠
怜（
2-4
出三
）
ら

４
名
で
大
念
寺
を
訪
れ
墓
参
し

た
。
新
生
徒
会
と
し
て
出
雲
北
陵

中
学
・
高
等
学
校
の
更
な
る
発
展

に
向
け
、
改
め
て
決
意
を
強
く
し
た
。

　

ま
た
、
今
回
の
墓
参
は
第
３
代
理
事
長
水
谷

勲
先
生
が
逝
去
さ
れ
て
初
め
て
と
な
る
墓
参
で

も
あ
っ
た
。
常
に
生
徒
の
こ
と
を
思
い
、
学
園

の
発
展
に
大
き
く
寄
与
さ
れ
た
勲
先
生
の
ご
冥

福
を
心
よ
り
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

ご

案

内

美
術
・
Ｃ
Ｇ
デ
ザ
イ
ン
コ
ー
ス

第
25
回
卒
業
制
作
展

日　

時

：

２
月
７
日（
土
）
９
時
〜
17
時

　
　
　
　

２
月
８
日（
日
）
９
時
〜
16
時

場　

所

：

出
雲
文
化
伝
承
館

縁
結
び
交
流
館（
出
雲
市
浜
町
５
２
０
）

入
場
料

：

無
料

多
数
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
！

音
楽
コ
ー
ス

　

本
校
音
楽
コ
ー
ス
が
左
記
の
コ
ン
サ
ー
ト
を

開
催
致
し
ま
す
。
皆
様
の
ご
来
場
を
関
係
者
一

同
心
よ
り
お
待
ち
致
し
て
お
り
ま
す
。
是
非
お

越
し
く
だ
さ
い
。

第
33
回
卒
業
演
奏
会

日　

時

：

２
月
14
日（
土
）

　
　
　
　

13
時
30
分
開
場　

14
時
開
演

場　

所

：

ビ
ッ
グ
ハ
ー
ト
出
雲　

白
の
ホ
ー
ル

入
場
料

：

無
料　

※
整
理
券
が
必
要
で
す

中
学
校

卓　

球　

部

第
55
回
後
藤
杯
卓
球
選
手
権
大
会

 
(

名
古
屋
オ
ー
プ
ン)

カ
デ
ッ
ト
の
部

時　

１
月
10
・
11
日　
　

於　

ス
カ
イ
ホ
ー
ル
豊
田

〈
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
〉

５
回
戦
敗
退　

岡
本
悠
希（
中2
社
）、今
福
瀧
司（
中1-2
門沢
）

４
回
戦
敗
退　

住
田
光
亮（
中2
西郷
）、清
水
寛
生（
中1-2
藍見
）

◯
大
会
総
評

　

全
国
の
レ
ベ
ル
を
実
感
で
き
る
大
会
で
あ
っ

た
。
課
題
を
一
つ
一
つ
克
服
し
、
更
な
る
成
長

を
期
待
し
た
い
。

（
顧
問　

相
場
翔
太
）

女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

第
４
回
島
根
県
中
学
校
新
人
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
選
手
権
大
会

時　

12
月
６
・
７
日　
　
　
　
　
　
　

於　

出
雲
だ
ん
だ
ん
と
ま
と
ア
リ
ー
ナ

１
回
戦　

本
校　

35

－

47

H
IGH
T
IM
E

　

ベ
ス
ト
８

○
大
会
総
評

　

上
位
大
会
出
場
を
目
指
し
て
臨
ん
だ
が
勝
利

を
収
め
る
こ
と
が
で
き
ず
敗
戦
し
た
。
緊
張
感

の
あ
る
試
合
の
中
で
も
、
自
信
を
持
っ
て
自
分

達
の
バ
ス
ケ
ッ
ト
を
貫
き
通
せ
る
よ
う
に
練
習

や
実
戦
を
積
ん
で
い
き
た
い
。
ご
声
援
有
難
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
顧
問　

和
田
拓
真
）

校
外
講
師
特
別
講
座

第
３
回

時　

12
月
23
日　
　

於　

中
高
棟
ホ
ー
ル

　

２
学
期
末
保
護
者
会
に
併
せ
、
平
和
教
育
Ｄ

Ｖ
Ｄ
朗
読
鑑
賞
会
を
実
施
し
た
。
戦
後
80
年
の

今
年
、
戦
争
の
悲
惨
さ
や
、
平
和
の
大
切
さ
を

感
じ
て
も
ら
う
た
め
、
俳
優
の
紺
野
美
沙
子
様

の
朗
読
「
星
は
見
て
い
る
」
を
生
徒
・
保
護
者
・

教
員
で
鑑
賞
し
た
。

　

昭
和
20
年
８
月
の
広
島
、
原
爆
投
下
に
よ
り

大
切
な
家
族
を
失
い
、
そ
の
悲
し
み
を
切
々
と

語
ら
れ
、
改
め
て
平
和
の
あ
り
が
た
さ
を
知
っ

た
。
戦
争
の
な
い
世
の
中
の
実
現
に
向
け
、
生

徒
一
人
ひ
と
り
に
何
が
で
き
る
の
か
考
え
る
有

意
義
な
時
間
と
な
っ
た
。



第４８５号　（4）

作
品
と
研
究

中
学
校
書
初
め
作
品
よ
り

中
学
校
書
初
め
作
品
よ
り

　

中
学
校
で
は
毎
年
、
一
月
の
上
旬
に

書
初
め
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
今
年
の

目
標
や
抱
負
、
大
切
に
し
た
い
言
葉
を

漢
字
一
字
も
し
く
は
熟
語
で
表
し
て
み

ま
し
た
。
初
め
て
の
行
書
だ
っ
た
一
年

生
も
多
か
っ
た
よ
う
で
す
が
、
全
学
年

で
真
剣
に
書
き
ま
し
た
。
力
作
の
一
部

を
紹
介
し
ま
す
。

作 品 ①
「
全　

力
」

 

井
上　

滉
雅（
中1-1 

川合
）

　

僕
は
勉
強
が
得
意
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
テ
ス

ト
期
間
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
普
段
か
ら
も
全

力
で
勉
強
し
、
少
し
で
も
点
を
取
り
た
い
で
す
。

だ
か
ら
こ
の
言
葉
を
選
び
ま
し
た
。
部
活
動
で

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
を
し
て
い
る
の
で
、
コ
ー

ト
内
で
は
全
力
で
走
っ
た
り
、
シ
ュ
ー
ト
の
チ

ャ
ン
ス
が
来
た
と
き
に
は
集
中
し
て
打
っ
た
り

し
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
人
よ
り

も
た
く
さ
ん
の
練
習
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

も
う
少
し
先
で
す
が
、
高
校
に
な
っ
て
も
バ

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
と
勉
強
の
両
立
が
で
き
る
よ

う
に
全
力
を
出
し
た
い
で
す
。

作 品 ②
「
学
」

 

德
川　

咲
来（
中1-2 

長浜
）

　

私
が
こ
の
漢
字
を
選
ん
だ
理
由
は
学
び
の
あ

る
一
年
に
し
た
い
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。

　

今
年
は
中
学
生
に
な
り
、
環
境
の
変
化
に
対

応
し
て
い
く
こ
と
に
精
一
杯
で
し
た
。
だ
か
ら
、

様
々
な
こ
と
に
あ
ま
り
挑
戦
で
き
な
く
て
学
ぶ

こ
と
が
少
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
今
年
は
自

分
の
将
来
に
向
か
っ
て
い
ろ
い
ろ
な
経
験
を
し

て
、
た
く
さ
ん
の
学
び
の
あ
る
一
年
に
し
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

作 品 ③
「
尊　

敬
」

 

下
条　

莉
子（
中2 
塩冶
）

　

今
年
は
、人
に
尊
敬
さ
れ
、人
を
尊
敬
で
き
る

よ
う
な
人
に
な
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
人

に
尊
敬
さ
れ
る
に
は
、
人
と
し
て
の
常
識
を
身

に
つ
け
、
誰
に
だ
っ
て
優
し
く
、
時
に
は
注
意

で
き
る
よ
う
な
人
に
な
ら
な
い
と
い
け
な
い
と

思
い
ま
す
。
そ
ん
な
自
分
に
な
れ
る
よ
う
に
一

生
懸
命
頑
張
り
た
い
で
す
。
そ
し
て
、
人
を
尊

敬
し
、
よ
り
そ
の
人
に
近
づ
け
る
に
は
ど
う
す

れ
ば
よ
い
か
を
考
え
、
さ
ら
に
高
い
所
へ
と
目

指
し
、
目
標
に
達
す
る
こ
と
が
私
の
今
年
の
抱

負
で
す
。

作 品 ④
「
不　

屈
」

 

隈
元　

慶
真（
中2 

南
）

　

今
年
の
大
切
に
し
た
い
言
葉
を
不
屈
に
し
た

理
由
は
、
ど
ん
な
困
難
が
あ
っ
て
も
乗
り
越
え

て
、成
長
し
続
け
る
と
い
う
思
い
か
ら
で
す
。特

に
部
活
動
で
、
な
か
な
か
勝
て
な
い
、
あ
る
い

は
強
く
な
れ
な
い
と
い
う
状
況
で
も
、
諦
め
な

い
と
い
う
気
持
ち
を
大
切
に
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
失
敗
し
た
と
き
な
ど
で
も
自
分
に

負
け
る
こ
と
な
く
、
ど
ん
な
こ
と
で
も
自
分
の

力
で
乗
り
越
え
て
い
け
る
一
年
に
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

作 品 ⑤
「
挑　

戦
」

 

土
江　

一
心（
中3 

大社
）

　

今
年
は
高
校
生
活
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
環

境
が
変
わ
り
、
今
ま
で
と
違
う
生
活
に
な
り
ま

す
。
そ
の
中
で
自
分
は
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に
挑

戦
し
て
い
き
た
い
と
思
い
、
こ
の
言
葉
に
決
め

ま
し
た
。
勉
強
面
で
は
、
得
意
な
教
科
は
そ
の

ま
ま
伸
ば
し
て
い
き
、
苦
手
な
教
科
は
少
し
で

も
上
げ
て
い
け
る
よ
う
に
勉
強
し
て
い
き
ま
す
。

部
活
動
で
は
先
輩
に
負
け
な
い
よ
う
練
習
を
し
、

上
に
向
か
っ
て
挑
戦
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

今月の
 1枚
「
う
ま
い
！！
」

春
木
か
お
り

（2-6）斐東

作 品 ⑥
「
希　

望
」

 

狩
野　

汐
来（
中3 

塩冶
）

　

私
が
こ
の
字
を
選
ん
だ
理
由
は
、
今
年
が
自

分
の
人
生
の
新
し
い
幕
開
け
の
年
に
な
る
と
思

っ
た
か
ら
で
す
。

　

中
学
校
を
卒
業
す
る
と
九
年
間
の
義
務
教
育

が
終
わ
り
ま
す
。
高
校
と
い
う
新
し
い
環
境
に

希
望
を
持
っ
て
生
活
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ま
ず
一
月
に
高
校
入
試
を
控
え
て
い
る
の
で
、

努
力
は
も
ち
ろ
ん
希
望
を
持
っ
て
受
験
勉
強
に

力
を
入
れ
た
い
で
す
。
こ
れ
か
ら
の
生
活
が
よ

り
良
い
も
の
に
な
る
よ
う
に
頑
張
り
た
い
で
す
。

第
58
回
島
根
県
高
校
美
術
展
選
抜
作
品


